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！
こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
問
い
！
（
６
）

首
相
は
、
一
月
二
二
日
に
施
策
方
針
演
説
で
、
は
じ
め
に
、『
国
の
力
は
、

人
に
あ
り
』
と
言
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
登
用
さ
れ
た
山
川
健
次
郎
の

業
績
を
讃
え
て
、「
身
分
、
生
ま
れ
、
貧
富
の
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ン

ス
が
与
え
ら
れ
る
。
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
が
育
て
た
数
多
（
あ
ま
た
）

の
人
材
が
。
技
術
優
位
の
欧
米
諸
国
が
迫
る
「
国
難
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
危

機
の
中
で
、
我
が
国
が
急
速
に
近
代
化
を
遂
げ
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
た
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
と
い
う
「
国
難
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
壁
も
、
必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

～
明
治
の
先
人
た
ち
に
倣
っ
て
、（
「
習
う
」
と
同
語
源
、
す
で
に
あ
る
や
り
方
、

な
ら
っ
て
、
そ
の
と
お
り
に
す
る
ー
ｇ
ｏ
ｏ

国
語
辞
書
）
～
も
う
一
度
、
あ
ら
ゆ

る
日
本
人
に
チ
ャ
ン
ス
を
創
る
こ
と
で
少
子
高
齢
化
も
き
っ
と
克
服
で
き

る
。
今
こ
そ
、
新
た
な
国
創
り
の
時
で
す
。
～
女
性
も
男
性
も
、
お
年
寄

り
も
若
者
も
、
障
害
や
難
病
の
あ
る
方
も
、
全
て
の
日
本
人
が
そ
の
可
能

性
を
存
分
開
花
で
き
る
、
新
し
い
時
代
を
、
皆
さ
ん
、
共
に
切
り
開
い
て

い
こ
う
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
い
う
が
、
い
や
！
口
あ
ん
ぐ
り
！
拡
げ
た

な
！
国
会
答
弁
の
実
態
と
重
な
り
、
そ
の
正
体
が
ス
ケ
ス
ケ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
働
き
方
改
革

人
造
り
革
命
』
と
し
て
、
「
小
子
高
齢
化
を
克

服
す
る
た
め
に
、
我
が
国
の
社
会
福
祉
制
度
の
改
革
を
力
強
く
進
め
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
一
〇
月
に
引
き
上
げ
る
予
定
の
消
費
税

財
源
を
活
用
し
、
お
年
寄
り
も
若
者
も
安
心
で
き
る
『
全
世
代
型
』
の
社

会
保
障
へ
と
、
大
き
く
転
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
財
政
健
全
化
も

確
実
に
実
現
し
ま
す
。
～
そ
の
裏
付
け
と
な
る
計
画
（
夏
ま
で
に
）
を

お
示
し
い
た
し
ま
す
。
現
役
世
代
が
抱
え
る
、
介
護
や
子
育
て
の
不
安
を
、

解
消
し
ま
す
。」（
施
政
方
針
演
説
ー
前
文
参
照
・
一
／
二
三

朝
日
新
聞
）、
と
、

の
た
ま
う
が
、
そ
の
実
現
に
「
危
な
さ
を
実
感
す
る
」
の
は
私
だ
け
な
の
か
。
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打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時

は
派
遣
社
員
の
人
件
費
が
会
社
の

物
品
費
に
計
上
さ
れ
る
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を

象
徴
し
て
い
る
話
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
こ
と
に「
お
か
し
い
」

と
感
じ
、
こ
の
問
題
を
書
い
て
い

く
こ
と
が
自
分
の
役
割
だ
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
取
材
を
続

け
る
う
ち
、
自
分
の
テ
ー
マ
が
定

ま
っ
て
き
て
、
組
織
に
い
る
と
限

界
が
あ
る
の
で
思
い
切
っ
て
フ
リ

ー
に
な
り
ま
し
た
。」

・
・
以
上
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
雇
用
構
造
的
な

差
別
化
を
強
行
し
、
現
在
「
働
き

方
革
命
」
と
の
た
ま
う
け
れ
ど
、

そ
の
本
質
は
、「
裁
量
労
働
拡
大
や

高
プ
ロ
」
は
、
長
時
間
労
働
に
繋

が
り
、過
労
死
防
止
と
矛
盾
す
る
。

要
は
、「
派
遣
法
の
推
移
」
と
同

様
に
「
労
働
時
間
規
正
を
際
限
無

く
剥
奪
す
る
構
造
化
」
に
あ
る
と

解
す
る
。
そ
の
渦
中
に
介
護
労
働

従
事
者
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
、
裁
量
労
働
・
社
員
が
過

労
自
殺
～
違
法
摘
用
の
野
村
・
不

動
産
～
労
災
認
定
。
労
働
局
指
導

は
、「
遺
族
年
金
申
請
後
（
労
災
認

定
は
昨
年
一
二
月
二
六
日
）
同
労

働
局
は
、
同
じ
日
に
特
別
指
導
を

公
表
し
て
い
た
。
」（
三
月
四
日
朝
日

朝
刊
よ
り
）
課
題
？
？
・
・
自
前
の

「
働
き
方
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

■
著
者
紹
介
■
こ
ば
や
し
・
み
き

一
九
七
五
年
茨
城
県
生
ま
れ
。
二
〇

〇
〇
年
三
月
、
神
戸
大
学
卒
業
。
業

界
紙
記
者
、
〇
一
年
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

編
集
部
記
者
。
０
七
年
二
月
フ
リ
ー

の
労
働
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
。

若
者
た
ち
の
雇
用
、
結
婚
、
出
産
・

育
児
な
ど
の
現
状
を
取
材
。
著
書
に

「
ル
ポ

正
社
員
に
な
り
た
い
、

娘
・
息
子
の
悲
惨
な
職
場
」
（
影
書

房
、
日
本
労
働
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
受

賞
）、「
ル
ポ

“
正
社
員
”
の
若
者

た
ち

就
職
氷
河
期
世
代
を
追
う
」

（
岩
波
書
店
）、「
ル
ポ

産
ま
せ
な

い
社
会
」（
河
出
書
房
新
社
）
ル
ポ
・

保
育
崩
壊
」（
岩
波
新
書
）
な
ど

社
会
保
障
と
は
何
か

社
会
保
障
（social security

）

と
は
、
社
会
的
な
原
因
か
ら
生
じ

る
貧
困
や
欠
乏
に
よ
る
不
安
が
な

い
状
態
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
公

的
な
し
く
み
で
す
。
一
九
九
三
年

に
社
会
保
障
制
度
審
議
会
は
、
第

一
次
報
告
の
中
で
、
社
会
保
障
と

は
、「
国
民
の
生
活
の
安
定
が
損
な

わ
れ
た
場
合
に
、
国
民
に
健
や
か

で
安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
的
責
任

で
生
活
を
支
え
る
給
付
を
行
う
も

の
」
と
い
う
よ
う
に
定
義
し
て
い

ま
す
。
我
が
国
の
社
会
保
障
概
念

の
基
本
と
な
る
「
日
本
国
憲
法
」

（
以
下
、
憲
法
と
い
う
。）
第
二
五

条
の
条
文
中
に
、
社
会
保
障
と
い

う
言
葉
が
表
れ
ま
す
。
第
二
五
条

一
項
で
、「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
」。
二
項
で
、

「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
、
増

進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
国
民
の
「
生
存
権
」
を

保
障
す
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障

制
度
を
確
保
す
る
た
め
の
国
の
責

務
を
定
め
て
い
ま
す
。

条
文
で
は
、
社
会
保
障
、
社
会

福
祉
、
公
衆
衛
生
の
三
つ
が
並
列

的
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

日
で
は
社
会
保
障
は
、社
会
福
祉
、

公
衆
衛
生
、
公
的
扶
助
も
含
め
た

も
っ
と
広
い
意
味
で
捉
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。社
会
保
障
は
、

一
部
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
恩
恵

と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
人
に
権
利
と
し
て

社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
一
考
察

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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ス
」
の
温
床
と
指
摘
さ
れ
て
き
た

無
料
低
額
宿
泊
所
に
対
し
て
防
火

態
勢
の
規
制
強
化
や
、
高
齢
の
生

活
保
護
受
給
者
向
け
の
良
質
な
住

宅
の
優
遇
策
な
ど
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
子
供
の
貧
困
対
策
も
強
化

し
ま
す
。
改
正
案
は
、「
生
活
保
護

法
」「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

「
社
会
福
祉
法
」「
児
童
扶
養
手
当

法
」の
四
法
を
一
括
し
て
い
ま
す
。

改
正
案
で
は
、
無
料
低
額
宿
泊

所
の
う
ち
、
病
院
へ
の
付
き
添
い

や
服
薬
指
導
な
ど
の
生
活
支
援
も

行
う
施
設
を
新
制
度
と
し
て
「
日

常
生
活
支
援
住
居
」に
位
置
づ
け
、

財
政
面
で
支
援
し
ま
す
。

併
せ
て
、
無
料
低
額
宿
泊
所
に

と
ど
ま
る
施
設
に
対
す
る
規
制
を

強
化
し
ま
す
。
現
在
、
消
火
設
備

や
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
は
強
制

力
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め

て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
を
最
低

基
準
と
し
て
義
務
づ
け
、
自
治
体

が
事
業
者
に
改
善
命
令
を
出
せ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者

の
届
け
出
を
「
事
業
開
始
一
カ
月

以
内
」
か
ら
「
事
業
開
始
前
」
へ

と
事
前
届
け
出
制
に
改
め
ま
す
。

い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
四
月
施
行

予
定
で
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
大

学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
子
ど

も
を
対
象
に
進
学
準
備
給
付
金
を

今
年
四
月
に
も
創
設
し
ま
す
。
自

宅
生
に
は
一
〇
万
円
、
親
元
を
離

れ
る
場
合
は
三
〇
万
円
を
給
付
し

ま
す
。
子
ど
も
の
学
習
支
援
も
二

〇
一
九
年
四
月
に
見
直
し
ま
す
。

学
習
面
だ
け
で
な
く
生
活
習
慣
へ

の
助
言
な
ど
家
庭
へ
の
支
援
を
併

せ
て
行
う
よ
う
改
め
ま
す
。
家
庭

訪
問
や
親
へ
の
相
談
対
応
、
子
ど

も
の
居
場
所
作
り
の
役
割
を
強
化

す
る
狙
い
で
す
。

法
改
正
と
は
別
に
（
前
述
の
よ

う
に
）、
政
府
は
生
活
保
護
受
給
額

を
一
〇
月
か
ら
段
階
的
に
平
均
一
、

八
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
生
活
保
護
費
を
「
ど
ん

ど
ん
下
げ
ら
れ
る
と
、
や
っ
て
い

け
な
い
」
と
の
受
給
者
の
声
も
聞

か
れ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
生
活
保
護
の
捕

足
率
（
注
一
）
が
約
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
と
低
い
た
め
、
生
活
保
護
の

捕
足
率
を
上
げ
る
こ
と
が
必
用
で

す
。
そ
う
述
べ
る
と
、
社
会
保
障

費
の
増
大
に
苦
し
む
我
が
国
で
は
、

さ
ら
に
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
視
す
る
声
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
き

な
視
点
で
見
る
と
、
貧
困
が
も
た

ら
す
格
差
の
増
大
や
、
社
会
的
不

安
定
な
い
し
混
乱
か
ら
、
社
会
を

防
衛
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

以
上

（
注
一
）「
生
活
保
護
の
捕
捉
率
と

は
、
生
活
保
護
基
準
以
下
の
世
帯

で
、
実
際
に
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
数
の
割
合
の
こ
と
を

い
い
ま
す
」。
参
考
文
献
＝
「
芦
部

信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）
著
『
憲

法
〔
第
六
版
〕』
（
岩
波
書
店
）」。

障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
、

２
年
で
進
ん
だ
か

『
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
め

ざ
す
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
か

ら
、
ま
も
な
く
２
年
。
法
に
は
障

害
者
の
事
情
に
応
じ
た
「
合
理
的

配
慮
」
の
必
要
性
が
盛
ら
れ
て
い

る
が
、
行
政
を
含
め
、
ま
だ
ま
だ

理
解
は
進
ん
で
い
な
い
と
い
え
そ

う
だ
。』（
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル

２
０

１
８
年
１
月
２９
日
１９
時
００
分
）

Ｊ
Ｄ
Ｆ
（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
の
解
説
本
で
は
、
合
理
的
配

慮
と
は
「
障
害
者
一
人
一
人
の
必

要
を
考
え
て
、
そ
の
状
況
に
応
じ

た
変
更
や
調
整
な
ど
を
、
お
金
や

労
力
な
ど
の
負
担
が
か
か
り
す
ぎ

な
い
範
囲
で
行
う
こ
と
が
、
合
理

的
配
慮
」
と
書
か
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
も
う
２
年
、
ま
だ
２
年
な

の
か
、
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
浸
透

し
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
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貧
乏
暇
あ
り

北
九
州
支
部

白
川
長
廣

春
う
ら
ら
。
陽
気
に
誘
わ
れ
て

関
門
海
峡
へ
。
今
回
の
関
門
海
峡

散
策
に
は
動
機
が
あ
っ
た
。
最
近

読
ん
だ
法
廷
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説

「
覚
悟
」（
小
杉
健
二
著
）
で
は
犯

罪
の
舞
台
は
東
京
で
あ
る
が
「
博

多
座
」、「
小
倉
」、「
無
法
松
」、「
松

本
清
張
」、「
森
鴎
外
」
等
々
北
九

州
ゆ
か
り
の
こ
と
ば
が
出
て
く
る
。

そ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
に
門

司
の
和
布
刈
神
社
の「
人
形
供
養
」

と
い
う
の
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

和
布
刈
神
事
は
知
っ
て
い
る
が

「
人
形
供
養
」
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
確
か
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
つ
も
の
関
門
海
峡
散
策
で
は
、

和
布
刈
神
社
は
横
目
に
見
な
が
ら

の
散
策
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
境

内
ま
で
入
っ
て
行
っ
た
。
人
形
供

養
の
文
字
が
社
務
所
の
入
り
口
に

掲
示
し
て
あ
っ
た
。

確
か
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

同
時
に
海
洋
散
骨
の
掲
示
も
。

そ
ろ
そ
ろ
終
活
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
齢
に
達
し
て
い
る
の

で
骨
の
始
末
を
ど
う
す
る
か
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
独
り
身

で
あ
れ
ば
、
姉
妹
は
い
る
が
そ
の

子
供
た
ち
に
頼
む
わ
け
に
も
い
か

な
い
。
墓
を
作
っ
て
も
守
っ
て
く

れ
る
か
ど
う
か
？
散
骨
で
あ
れ
ば

こ
の
写
真
に
は
写
っ
て
な
い
が
銘

板
に
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
神
社

の
参
拝
者
が
つ
い
で
手
を
合
わ
せ

て
く
れ
る
。
そ
れ
も
良
い
か
な
？

と
考
え
て
し
ま
う
。

閑
話
休
題
。
さ
ら
に
気
が
付
い

た
こ
と
は
本
殿
の
前
ま
で
行
け
る

よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
が
つ
い
て
い
た
。

境
内
が
砂
利
石
の
た
め
、
登
り

口
に
少
し
段
差
が
生
じ
て
い
る
の

と
傾
斜
が
少
し
き
つ
い
が
本
殿
に

参
拝
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

和
布
刈
神
社
で
の
確
認
参
拝
を

終
え
、
海
底
を
通
っ
て
下
関
へ
。

海
底
ト
ン
ネ
ル
は
開
通
し
て
６０

周
年
ら
し
い
。
そ
う
い
え
ば
小
学

生
の
時
、
開
通
記
念
の
博
覧
祭
が

あ
っ
て
親
族
一
同
集
結
し
て
見
学

に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

福
岡
県
は
車
椅
子
に
優
し
い
。

ず
っ
と
下
り
坂
で
速
度
を
加
減

し
な
が
ら
下
っ
て
行
け
ば
良
い
。

下
関
は
少
し
厳
し
い（
上
り
坂
）。

い
つ
も
は
休
み
や
す
み
上
っ
て
行

く
の
だ
が
、
以
前
、
ト
ン
ネ
ル
の

監
視
を
し
て
い
る
職
員
か
ら
「
大
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日
本
郵
便
株
式
会
社
よ
り

青
い
鳥
郵
便
葉
書

の
無
償
配
付
の
お
し
ら
せ      

日
本
郵
便
株
式
会
社
（
代
表
取
締

役
社
長

横
山

邦
男
）
よ
り
「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
」
の
無
償
配
付
が

今
年
も
始
ま
り
ま
す
。

一
九
七
六
（
昭
和
５１
）
年
度
に
当

時
の
厚
生
省
が
提
唱
し
て
い
た

「
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
」

に
合
わ
せ
、
身
体
障
が
い
者
及
び

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
に
対
す
る

国
民
の
理
解
と
認
識
を
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施
し
て

以
来
、
社
会
貢
献
の
た
め
の
取
組

の
一
つ
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

配
付
の
対
象
は

（
1
）
重
度
の
身
体
障
が
い
者 

 

一
級
又
は
二
級
の
方

（
2
）
重
度
の
知
的
障
が
い
者 

 

療
育
手
帳
に
「
Ａ
」（
又
は
一
度
、

二
度
）
の
表
記
が
あ
る
方

受
付
期
間
は

    

二
〇
一
八
年
四
月
二
日（
月
）

か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
（
木
）

ま
で

配
付
さ
れ
る
葉
書
は

通
常
郵
便
葉
書
（
無
地
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
紙
又
は
く
ぼ
み
入
り
）

通
常
郵
便
葉
書
胡
蝶
蘭
（
無
地
又

は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
）
を

一
人
に
付
き
い
ず
れ
か
の
一

種
類
を
２０
枚

窓
口
で
の
申
し
込
み
方
法

最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易
郵

便
局
を
除
き
ま
す
。
以
下
同

じ
と
し
ま
す
。
）に
身
体
障
害

者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
を
ご

提
示
い
た
だ
い
た
上
、「
青
い

鳥
郵
便
葉
書
配
付
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
人
に
よ
る
ご
提
出

も
可
能
で
す
。

郵
送
で
の
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
付
の
希
望
の
場
合

は
、
適
宜
の
用
紙
に
別
表
と
同
等

の
内
容
を
記
入
し
て
最
寄
り
の
郵

便
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

事務局よりお願い

ご自分でお使いにならない場合でもお申込みいただき、事務局

へ寄付していただくと、皆様へのご連絡ハガキとして、また切手

等に交換し郵便物の発送などに使わせていただきますのでよろ

しくお願いいたします。
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

１２
月
１２

日

筑
後
支
部

第
９

回
柳
川
市

自
立
支
援
協
議
会

く
ら
し
支
援
部
会

１２
月
２１
日

北
九
州
支
部

相
談
会

１２
月
２７

日

筑
後
支
部

柳
川

市
長
へ

柳
川
市
お
も
て
な
し

バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
演
会
報
告

１
月
２０
日

北
九
州
支
部

支
部
役
員
会

１
月
２４

日

筑
後
支
部

柳
川

市
お
も
て
な
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー

研
修
会

 
 

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

第４０回福岡県脊髄損傷者連合会

  総会のお知らせ！！

       期日 平成３０年５月１２日（土）

  場所 春日クローバープラザ 東棟 ６階

     福祉特１会議室

  時間 １３時～１６時

    全脊連・各県支部も激動の時代にさらされています。

    支部再編の問題と課題について、協議しなければ

    なりません。会員の皆様の参加を御願いします。
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編
集
後
記

わ
だ
ち
編
集
中
の
事
で
す
が
、

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

は
し
か
が
流
行
り
だ
し
た
そ
う
で

す
。
用
心
し
ま
し
ょ
う
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

１年にも渡る長期化した「森友学園の国有地取引をめぐる」決裁文書の改ざんされた、

１４の文書を認めたが、何のため、問われる関係者（忖度）の関わりは疑義のまま残され

た。関係した政治家・官僚・職員の「働き方革命」はどこに、アベ首相は、川柳で「嘘で

重ねた丁重さ」と、揶揄されたほどの「働き方革命」である。改ざん時の佐川宣寿理財局

長は、概ね「追訴がるので、差し控える」で通し、「安倍首相・昭江夫人の関与」について

は「関与していない」と明解に証言した。これらが「三名の働き方革命」というのか？か

の、ゴミがあるからとの８億円の値引き〜ゴミがあるとの「偽造報告書」など新たな証言

もでている。うそは嘘を重ねる限りなく「連鎖」を重ねる事で成り立つが、重ねる嘘の間

に「実証は保たれない」という「事実」が露出する。嘘が暴かれる時「権力者ほど計り知

れない責任が問われる」ことを覚悟して導いたのかである。日頃使わない「上手に話をも

ちかけて、自分の思う通りに従わせること。手なずけることを「懐柔的（かいじゅう的）」

という言葉を知った。政治の中心に同調圧力〜忖度する空気が重く漂っているが、声を上

げて抗う人もいる。国会での質問、３月１３日、渡辺美樹参院議員（自民）の提起、『過労

死の遺族に、「国会の議論を聞いていますと、働く事が悪いことでもあるかのような議論に

聞こえてきます。お話を聞いていますと、週休７日が人間にとって幸せなのかと聞こえて

きます」（一部削除される）。３月１９日、和田政宗参院議員（自民）の・財務省の太田允

理財局長に「民主党政権時代の野田総理の秘書官を努めており、安倍政権をおとしめるた

めの意図的に変な弁明をしているのか」との質問（一部削除）に太田氏は「怒り」に近い

反論をしたように、中継を視て感じた。なんとお粗末な国会なのか？政治家の「資質の劣

化」にあきれ「・・・」言葉もない。削除で済まされないその痴態、それで議員なのか？

投票した人も「口あんぐり」かも〜いや〜？・・・・サクラ散る〜早や猛暑感あり（しん）

会員・賛助会員の皆様、是非是非 意見・提言・雑感・本誌の感想など何でも

可能。投稿をお願いします。事務メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。

どうぞよろしくお願い致します。

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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